別表

	診　断　所　見
	認定等級

	活動能力
	臨床所見、胸部Ｘ線所見、心電図所見
	

	　　ア
	１級または４級要件のいずれかの所見が１つ以上ある。
	非該当

	　イ・ウ　
	１級または４級要件のいずれかの所見が１つ以上ある。
	４級

	エ
	４級要件のいずれかの所見が１つ以上ある。
	４級

	
	１級要件の所見が１つ以上ある。
	３級

	　　オ
	４級要件のいずれかの所見が１つ以上ある。
	４級

	
	１級要件の所見が１つある。
	３級

	
	１級要件の所見が２つ以上ある。
	１級

	ア、イ、ウ

エ、オのいずれか
	１級または４級要件のいずれの所見も全くない。
	非該当


参考1：臨床所見、胸部エックス線所見、心電図所見における各等級要件

(１８歳以上)

	１級要件

　a～hのいずれか２つ以上の所見がある

３級要件

　a～hのいずれかの所見がある


	ａ　胸部エックス線所見で心胸比0.60以上のもの

ｂ　心電図で陳旧性心筋梗塞所見があるもの

ｃ　心電図で脚ブロック所見があるもの

ｄ　心電図で完全房室ブロック所見があるもの

ｅ　心電図で第２度以上の不完全房室ブロック所見があるもの

ｆ　心電図で心房細動又は粗動所見があり、心拍数に対する脈拍数の欠損が１０以上のもの

ｇ　心電図でＳＴの低下が０．２ｍＶ以上の所見があるもの

ｈ　心電図で第Ⅰ誘導、第Ⅱ誘導及び胸部誘導（但しＶ１を除く）のいずれかのＴが逆転した所見があるもの

	４級要件

　a～eのいずれかの所見がある


	ａ　心電図で心房細動又は粗動所見があるもの

ｂ　心電図で期外収縮の所見が存続するもの

ｃ　心電図でＳＴの低下が0.2ｍＶ未満の所見があるもの

d   運動負荷心電図でＳＴの低下が0.1ｍＶ以上の所見があるもの

ｅ　臨床所見で部分的心臓浮腫があるもの　


参考2　活動能力の分類(１８歳以上)

	活動能力の

種類
	活動能力の程度

	（ア）

非該当
	家庭内での普通の日常生活活動若しくは社会での極めて温和な日常生活活動については支障がなく、それ以上の活動でも著しく制限されることがないもの又はこれらの活動では心不全症状若しくは狭心症症状がおこらないもの。

	　　（イ）

　　４級相当


	家庭内での普通の日常生活活動若しくは社会での極めて温和な日常生活活動には支障がないが、それ以上の活動は著しく制限されるもの、又は頻回に頻脈発作を繰返し、日常生活活動若しくは社会生活に妨げとなるもの。

	　　（ウ）

４級相当


	家庭内での普通の日常生活活動又は社会での極めて温和な日常生活活動には支障がないが、それ以上の活動では心不全症状若しくは狭心症症状がおこるもの。　

	　　（エ）

　　３級相当
	　家庭内での極めて温和な日常生活活動には支障がないが、それ以上の活動では心不全症状若しくは狭心症症状がおこるもの又は頻回に頻脈発作を起こし、救急医療を繰返し必要としているもの。　

	　　（オ）

　　１級相当


	　安静時若しくは自己身辺の日常生活活動でも心不全症

状若しくは狭心症症状がおこるもの又は繰返してアダダムスストークス発作がおこるもの。


身体障害認定基準・認定要領より
障害認定基準の運用について

　　　　　　　　　　　（平成１４年１２月２０日審査部会認定）

	障　害　区　分
	　　　　運　用　内　容

	心臓機能障害　　　　　
	冠動脈狭窄症の狭窄と活動能力の度合いを組み合わせて等級認定を行う。

　狭窄が７５％以上９０％未満・・４級

　狭窄が９０％以上９９％未満・・３級

　狭窄が１００％（閉塞）　　・・１級



	じん臓機能障害
	　人工透析治療者については、透析からの離脱が困難であるため、血清クレアチニン濃度が8.0mg/dl 以下であっても、人工透析を定期的に実施している者については、１級の認定を行うこととする。



	肢体不自由
	　著しい障害と軽度の障害の中間の障害を認定するため、機能障害という区分を設けて認定を行うこととする。




